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知識・技能

<学習上の課題>
国語における「図や表と文章」、算数における「数量関係と
図」など、２つ以上の事柄を関連付けることに苦手感をもっ
ている。
<指導上の課題>
物事を関連付ける学習の基礎的・基本的な事項を丁寧に説
明し、習熟につなげる時間が十分に確保されていない。

授業改善策【評価方法】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と授業改善策

学校課題研修を通して「一斉授業」と「個別最適学習」を意図的に
配置した単元構成の研究をする。単元内で「一斉授業」の時間を効
果的に配置し、基礎的・基本的事項の確実な定着を図る。【学びの
指標アンケート質問⑱「先生が、基本的な内容をわかりやすくてい
ねいに説明してくれる」３．５ポイント以上※昨年度末３．４ポイン
ト】

思考・判断・表現

学校課題研修を通して「自己調整学習」や「個別最適学習」について研究
を進め、授業改善を行う。学年ごとに構成されたメンター・メンティーグ
ループごとに単元開発を行い、課題を解決する方法を児童が自ら選択し
たり決定したりするような授業実践を積極的に行う。【学びの指標アン
ケート質問①「授業で解決することを、自分で決めている」３．２ポイント
以上※昨年度末３．０ポイント】

<学習上の課題>
教師の指示による学習を淡々と進め、自ら思考した
り判断したりせずに表現している児童が多い。
<指導上の課題>
学習の方法を児童に任せたり選ばせたりする授業が
十分にできていない。

授業改善策【評価方法】
③

評価（※）

中間期見直し中間期報告

授業改善策の達成状況

B

B

変更なし

変更なし

その単元で「つけるべき力」を明確にした授業を行うた
めに、学校課題研究で共有している「単元構想シート」を
活用した授業づくりを行っている。特に、「一斉授業」に
おいて教師が主導して確実に押さえるべき事項を精選し
たり、繰り返し確認したりして基礎的基本的事項の定着
の徹底を図っている。

知識・技能

思考・判断・表現

書籍や文献、動画等から「個別最適学習」についての理論
研究を進め、授業実践を始めた。２学期には、教員全員の
授業公開や協議を通して、更に授業改善を進める。「児童
が自ら学習の目標を設定する」「見通しをもって自分に
適した方法で学び方を選んで進める」「自らの学びを振
り返る」という、自らの学習を調整しながら学ぶ力を育成
している。

国語では、主語と述語の関係の理解が不十分であることがわかった。授業のあり方が変化し、ICTの活用が進む一方で実際の対話を通
した「話すこと・聞くこと」の学習時間が相対的に減少し、オンライン上でのチャットを使った短い言葉のやりとりが増加した。2年生以降
の主語と述語を扱う学習で知識を習得するとともに、主述を意識した実際の対話を通し技能として定着させていく必要がある。
算数では、「数と計算」において、計算の仕組みへの理解が乏しいことによる誤答が多く見られた。整数から小数を引く問題では、位を揃
えることができていなかったり、分数と小数、整数が混合した問題では、四則計算の順序を正しく計算できていなかったりしていた。ど
の単元でも必要とされる計算の仕組みや方法については繰り返し問題を解かせて定着を図っていく必要がある。

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

知識・技能

国語では、「書くこと」への苦手感が強いことがわかった。自分の考えを伝えるために効果的な資料を選ぶ問題では、考えの読
み取りが不十分であるために適切な資料を選べていない児童が多く見られた。文章を要約したり、要点を整理する学習の定
着が不足していたと考える。
算数では、データの活用に課題が見られた。データから読み取ったことを二次元表にまとめる問題では、読み取ったことを整
理して改めて表現することができていない児童が多いことがわかった。自分が理解したことを整理、表現する活動が不足して
いたと考える。
国語・算数両教科において、文章やデータ、資料等の読み取りの定着を徹底するとともに、読み取ったものを整理・分析し、思
考したり判断したりしてアウトプットする学習形態を取っていく必要がある。

A

A思考・判断・表現

知識・技能

学びの指標アンケート質問⑱「先生が、基本的な内容をわかりやすくていねいに説明してくれる」３．６１ポイントで目
標値（３．５ポイント以上）を上回った。学校課題研修を通して、単元内の一斉授業と個別最適学習の効果的な位置づ
けを研究した結果、子どもに学習を委ねる「個別最適学習」が推進された。それに伴い、児童が基礎・基本的な事柄
をもち合わせていないと個別最適学習が進められないことから、教師が児童に基本的な内容を定着させる「一斉授
業」の重要性が校内で再確認された。児童の活動時間を増やす授業づくりをした結果、単元や本時で押さえるべき
基本的な内容や指導事項の精選がされ、児童にとってわかりやすく丁寧な説明になったと考える。

学びの指標アンケート質問①「授業で解決することを、自分で決めている」３．３５ポイントで目標値（３．２ポイント以
上）を上回った。個別最適学習を推進していったことで、課題や学び方を自分で決めたり調整したりする学習形態
が増えた。児童の気付きや疑問、ふりかえりをもとに課題を考える探究的な学習が定着してきた結果だと考える。
児童は、「ツール」「形態」等を自分で選択して課題に取り組むことで、主体的に思考・判断し、表現することができる
ようになったと考える。

評価（※） 授業改善策の達成状況⑤ ② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

国語の主語・述語の関係を捉える問題に課題がみられた。回答類型をみると述語の理解ができているが、述語の直前の言葉を主語と捉
えている児童が多い。主語＋述語が文章の最も短い形であり、「主語と述語のみで文章が成立する」ということの押さえが十分でなかっ
たことが考えられる。日常会話を聞いていても、主述が曖昧なまま話している児童も多く、自分の考えを端的に伝えることに課題がある
傾向も伺える。この問題も一文が長く、文章の読み取りが苦手な児童や主語と述語の関係を意識できていない児童が述語の近くにある
言葉を主語と回答してしまったと考える。
文章の読み取りの際に、主語と述語の関係を押さえ直したり、児童同士の交流の中でも主語と述語を意識した会話を意図的に行ったり
していきたい。

思考・判断・表現

算数の速さをもとめる求める問題に課題がみられた。この問題では、ある地点までの分速とある地点までの分速が同じであるというこ
とは、速さに変化がないため、分速も変わらないという速さの概念を理解できずに、分速と分速を単純に合計してしまうという誤答が多
く見られた。授業の中で教師や他の児童と対話しながら学習を進めれば、速さのイメージをもって正しく概念を捉えられる問題だと考え
る。速さという実感を伴いにくい学習においては、実物を使ったり具体物を操作したりしながら実生活と結び付け、実感を伴った指導を
していく必要がある。速さの学習では、公式に頼り、式の意味を考えずに問題に取り組む児童も多い。式の意味を書かせたり発表したり
する学習を行い、なぜその公式を使ったのかを説明できる児童を育成していく必要がある。

⑥ 次年度への課題と授業改善策

思考・判断・表現

学習の個別最適化が進む一方で、自分の考えや意見を更に深めたり広げたりすることに課題が見られることがわかった。自己の学習を
適切にふりかえり、正しくメタ認知した上で、修正・改善しながら探求できる単元構想をしていく必要がある。クラウドの活用による他者
参照や学び方の「形態」の選択場面を設定し、「整理・分析」の行い方を身に付けさせていく授業づくりをしていきたい。実際の発表や対
話によるアウトプット力にも課題が見られた。「学びのシンキングサイクル」による授業サイクルを構築し、情報の収集や整理・分析におけ
るICTの活用を一層推進するとともに、「まとめ・発表」においては、実際の発表や対話をするなどの活動も重視していきたい。

知識・技能

学校課題研修によって学びに向かう力や探求する力が増した一方で、テストにおける得点的な「知識・技能」に課題が見られることがわ
かった。全国学力学習状況調査・さいたま市学習状況調査の分析を行い、児童の実態や課題に即したきめ細かな指導をしていく。また、
学習指導要領の指導事項に基づく授業づくりを一層推進し、児童が確実に知識を得た上で、実践を通して知識が技能として定着するよ
うにしていきたい。また、ICTの活用が進む一方で情報の取捨選択にも課題があることがわかった。文章や資料、インターネット上の情報
から読み取ったことと自分の意見を区別する力を養っていく必要がある。国語を中心にクラウドや他者参照に頼らずに、まずは自分自身
で読み取ったことをまとめたり、発表したりして読解力を高めていくことで学びの基盤をつくっていきたい。

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和６年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【大牧小】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


